
　

岐
阜
勤
労
者
医
療
協
会
は
、
5
月

24
日（
日
）に
第
33
回
定
期
社
員
総
会

を
開
催
し
、
2
0
0
8
年
度
の
総
括

と
2
0
0
9
年
度
の
運
動
方
針
等
に

つ
い
て
討
議
し
、
4
点
を
確
認
し
ま

し
た
。

09
年
度
の
重
点
方
針

①
す
こ
や
か
診
療
所
で
の
精
神
科
開

設
を
成
功
さ
せ
る

②
無
料
低
額
診
療
事
業
を
実
施
し
受

療
権
を
守
る
取
り
組
み
を
広
げ
る

③
I
S
O
9
0
0
1
の
認
証
取
得
を

す
す
め
医
療
・
介
護
の
質
を
高
め
る

④
勤
医
協
創
立
40
周
年
記
念
事
業
を

成
功
さ
せ
岐
阜
民
医
連
の
歴
史
と

理
念
を
次
代
に
継
承
し
て
い
く

　

討
論
で
は
、
職
員
と
地
域
の
信
頼

関
係
を
強
め
る
た
め
に
職
員
が
地
域

に
出
る
取
り
組
み
を
す
す
め
る
必
要

が
あ
る
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
役
員
の
改
選
も
行
わ
れ
、

岩
井
理
事
長
は
じ
め
新
し
い
理
事
の

選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
長

い
間
理
事
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
桜
井

前
理
事
よ
り
退
任
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、「
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
」や「
無

料
低
額
診
療
事
業
に
こ
そ
民
医
連
や

勤
医
協
の
存
在
意
義
が
あ
る
」こ
と

が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

岐
阜
勤
労
者
医
療
協
会
専
務
理
事

土
井
　
正
則

相 室 り談 よだ

　Aさんは三十歳代女性。「夫が家に帰ってこなくなり、お金が入らなくなった。現
在の収入は『特別児童扶養手当』のみ。夫の借金で自己破産している。自分の母親は生
活保護を受給しており、金銭的な援助は難しい。二人の子供のうち、一人は常時介護
が必要で、仕事をするのも難しい。眠れないし、体もつらい」と不安を訴えました。
夫のことでは、女性問題や勝手に会社を辞めるなど苦労してきたようです。

　以前、一人で市役所に生活保護の相談に行ったら、「夫が失踪したのでなければ受
給は難しい」と帰されてしまったとのこと。この生活面での不安が消えない限り、体
も良くはなりません。「解決に向けて、一緒に考えていきましょう」と話し、生活保護
の申請に同行することを約束しました。

　学校の先生も相談を受けており、関係者の話し合いがもたれました。Aさん、市役
所の生活保護担当者、スクールカウンセラー、児童福祉司、学校教諭が意見を出し合
いました。Aさんも「離婚して、子供と安定した生活を送る」という希望が見えてきま
した。
　その後、離婚して児童扶養手当を申請。生活保護の申請には同行しました。現在は
生活保護を受けながら、生活の立て直しをはかっています。子供と来院する姿が以前
より明るくなったようです。
　先日、Aさんから手紙をもらいました。「生活の安定がみえ、心も安定したように
思います。前に進んでいけそうです。ありがとうございました」。
　Aさん家族にかかわる多くの方と援助をすすめていく中で、あらためて関係機関と
の連携の大切さを感じました。

みどり病院医療福祉相談室　清藤　彩野

関
市
〜
岐
阜
市
コ
ー
ス

岐
阜
勤
医
協
定
期
社
員
総
会
開
催

収入は特別児童扶養手当のみ

夫が失踪したのでなければ無理

関係機関との連携で生活保護受給

勤医協　　  周年40
　早期の医療法人取得が求められる中、1979年に設立総会と健友会10周年祝賀会
を催しました。10周年記念事業として第１回学術集談会も行われました。
　1980年代初期、累積赤字を抱えながらも、みどり診療所の病院化が進められまし
た。当時、経営再建のため愛知民医連はじめ全日本民医連からの援助を受け、ニュー
ス発行など民主的な経営管理に尽力した結果、混乱期を乗り越えることができました。
　1985年には、勤医協・華陽診15周年を迎え、翌年には華陽診の改築工事が行わ
れました。また、第１回健康まつりも同年、岡本球場にて開催されたほか、全職員参
加の社保学校、反核署名運動などが盛り上がりました。さらに、職員増加で産休明け保育所開設が求められ、病院・労組・父母が協力し、
カンパ・物資販売・バザー、保育運動を続け、わらべ保育所を開所しました。

岐阜勤労者医療協会設立とみどり病院開設

勤医協History No.3

　

核
兵
器
廃
絶
と
世
界
平
和
を
願
っ
て
東
京

か
ら
広
島
ま
で
歩
く
国
民
平
和
大
行
進
が
6

月
11
日（
木
）〜
16
日（
火
）ま
で
岐
阜
県
に

や
っ
て
来
ま
し
た
。　

　

世
界
で
は
、オ
バ
マ
氏
が「
核
兵
器
を
使
っ

た
こ
と
の
あ
る
唯
一
の
核
保
有
国
と
し
て
米

国
に
は
行
動
す
る
責
任
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

は
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
安
全
な
世
界
を

追
求
す
る
。」と
演
説
し
、
2
0
1
0
年
の

N
P
T
再
検
討
会
議
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
14
日（
日
）の
関
市
か
ら
岐
阜
市
美
江
寺
公

園
ま
で
の
コ
ー
ス
で
は
、
医
師
も
行
進
に
参
加
し
ま
し
た
。

途
中
の
み
ど
り
病
院
で
は
歓
迎
式
が
行
わ
れ
岩
井
理
事
長

が「（
核
兵
器
廃
絶
へ
の
願
い
と
）昔
は
子
ど
も
や
犬
と
い
っ

し
ょ
に
歩
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
孫
と
い
っ
し
ょ
に
歩
く
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。」と
歓
迎
・
激
励
の
挨
拶
を
し
ま

し
た
。

第33回 

国
民
平
和
大
行
進

加藤澄夫医師

岩井雄司医師

みどり病院前を出発

健 康 と く ら し 第209号
2



5
月
16
日（
土
）の
午
後
、
雨
に
も

か
か
わ
ら
ず
2
0
0
名
以
上
の
来
場

者
を
迎
え
て
の
開
催
で
し
た
。
屋
外

で
の
ス
テ
ー
ジ
見
物
は
肌
寒
か
っ
た

の
で
す
が
、
威
勢
の
良
い
高
賀
山

太
鼓
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
華
や
か
な
衣

装
、
元
気
な
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
…
な
ど

見
ど
こ
ろ
は
満
載
で
し
た
。
賑
や
か

な
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
の
ち
び
っ
こ

も
、
毎
年
新
し
い
ネ
タ
で
笑
わ
せ
て

く
れ
る
可
知
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
は
見

逃
し
ま
せ
ん
。
抽
選
会
も
子
ど
も
向

け
の
景
品
が
あ
り
、
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

恒
例
の
餅
ま
き
は
取
り
止
め
、
み

ん
な
に
配
っ
て
祭
り
は
終
わ
り
ま

し
た
。

「
初
め
て
餅
を
持
ち
帰
り
、
お
い

し
く
い
た
だ
い
た
わ
」と
い
う
声
に
、

う
〜
ん
餅
ま
き
は
続
け
る
べ
き
か
?

と
ス
タ
ッ
フ
は
悩
ん
で
い
ま
す
。

関
事
務
局
　
佐
野
典
子

5
月
16
日（
土
）五
月
晴
れ
の
も

と
、
藍
川
支
部
バ
ス
行
楽
へ
で
か
け

ま
し
た
。
新
緑
の
石
山
寺
を
歩
き
、

信
楽
で
昼
食
を
と
っ
て
か
ら
、
み
な

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の「
た
ぬ
き
」を
お
土

産
に
買
い
、
水
口
に
立
ち
寄
り
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

歩
き
の
多
い
コ
ー
ス
で
、
次
回
は

の
ん
び
り
と
温
泉
へ
行
き
た
い
と
の

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
は
、
華
陽
、
下
川
手
、

八
剣
支
部
合
同
の
支
部
行
事
に
な

り
、
6
月
5
日（
金
）に
23
名
で
板
取

5
月
7
日（
木
）27
名
の
参
加

で
、
第
2
回
知
恵
袋
支
部
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
全
体
総

会
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
半
年
分

の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。
支
部
長

の
挨
拶
・
会
担
当
事
務
局
挨
拶
・

08
年
度
活
動
報
告
と
会
計
報
告
・

09
年
度
活
動
計
画
と
予
算
案
が
出

さ
れ
、
全
員
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
、
お

楽
し
み
会
と
し
て
吉
浜
看
護
師
に
よ
る
ア
ロ
マ
ク
リ
ー
ム

作
り
を
開
催
。
と
て
も
楽
し
く
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
、
完

成
し
た
ア
ロ
マ
ク
リ
ー
ム
を
手
や
足
に
塗
り
、
癒
さ
れ
た

空
気
の
中
終
了
し
ま
し
た
。

紅
葉
が
丘
支
部
は
20
年
間
ず
っ

と
、
月
に
1
度
の
ペ
ー
ス
で『
健
康

班
会
』を
続
け
て
い
ま
す
。『
健
康

班
会
』は
、
友
の
会
の
基
礎
と
な
る

活
動
で
す
。
紅
葉
が
丘
公
民
館
に
集

ま
り
健
康
の
話
を
聞
い
た
り
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク（
自
分
の
体
を
知
る
）を

行
っ
て
い
ま
す
。

班
会
に
は
毎
回
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
病
院
や
薬
局
の
職
員
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
、
テ
ー
マ
に
応
じ
て
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

班
会
の
後
に
は
み
ん
な
で
、次
回
の
相
談
を
し
て
い
ま
す
。

2
0
0
9
年
の
班
会
を
紹
介
し
ま
す

◆
1
月　

新
年
会（
新
そ
ば
を
味
わ
う
会
）

　
　
　
　
「
そ
ば
の
成
分
の
話
」 

（
管
理
栄
養
士
）

◆
2
月　
「
脳
を
活
性
化
さ
せ
ま
し
ょ
う
」 

（
事
務
局
）

◆
3
月　
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
話
」

（
み
ど
り
病
院　

事
務
長
）

◆
4
月　
「
骨
密
度
測
定
と
骨
の
は
な
し
」 

（
放
射
線
技
師
）

◆
5
月　
「
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
食
事
の
取
り
方
」

（
管
理
栄
養
士
）

◆
6
月　
「
塩
分
の
話
」 

（
管
理
栄
養
士
）

　
　
　
　
「
無
料
・
低
額
診
療
と
は
」

（
み
ど
り
病
院　

事
務
長
）

健
康
班
会
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
話
が
聞

け
た
り
、
質
問
が
で
き
た
り
す
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。
そ
の
後
の

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
歓
談
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

紅
葉
が
丘
支
部
　
担
当
事
務
局
　
加
藤
久
美
子

　

5
月
31
日（
日
）さ
さ
ゆ
り
ホ
ー
ル
で
、
恒
例
の
マ
ー
ジ
ャ

ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
は
男
性
8
名
・

女
性
8
名
の
16
名
で
し
た
。

　

対
戦
相
手
は
、
1
回
戦
は
ク
ジ
で
、
2
回
戦
以
降
は
累
計

点
数
の
高
い
人
か
ら
順
に
4
人
で
対
戦
し
ま
し
た
。

　

1
回
1
時
間
15
分
を
4
回
戦
行
い
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う

ち
に
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

　

結
果
、
上
位
3
人
を
女
性
が
独
占
し

ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
入
賞
賞
品
・

参
加
賞
・
飛
び
賞
・
ブ
ー
ビ
ー

賞
を
奥
住
副
会
長
か
ら
渡
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

優
　
勝　

平
山
み
さ
子
さ
ん

準
優
勝　

水
野　

綾
子
さ
ん

3
　
位　

小
林
八
重
子
さ
ん

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
昼
食
後
の

配
食
弁
当
作
り
は
毎
日
で
き

ま
せ
ん
。
な
ら
ば
精
一
杯
、

手
作
り
で
美
味
し
い
も
の
を

安
く
提
供
し
よ
う
と
、
価
格

は
4
0
0
円
に
決
ま
り
ま
し
た
。
不

定
期
で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
13
回

5
2
0
食
を
お
届
け
で
き
ま
し
た
。

　

毎
回
、
診
療
所
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
り
出
し
、
注
文
を
受

け
付
け
。
配
達
要
員
は
私
一
人
で
す
。
最
近
で
は
次
の
利

用
者
さ
ん
を
気
に
し
な
が
ら
も
、
弁
当
の
受
け
渡
し
だ
け

で
は
済
ま
ず
、
玄
関
先
で
慌
た
だ
し
く
言
葉
を
交
わ
し
て

い
ま
す
。
た
か
が
弁
当
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
な
と
思
う

近
頃
で
す
。

を
訪
れ
ま
し
た
。
雨
に
ぬ
れ
る
山
々

の
緑
は
し
っ
と
り
と
あ
ざ
や
か
で
、

静
か
で
落
ち
着
い
た
風
情
で
し
た
。

「
湯
元
す
ぎ
嶋
」は
、
板
取
川
最
上
流

の
一
軒
宿
と
し
て
有
名
で
す
。
ど
っ

し
り
し
た
古
民
家
造
り
の
建
物
で
、

庭
を
臨
む
囲
炉
裏
の
あ
る
部
屋
に
案

内
さ
れ
、『
山
の
幸
会
席
』を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
総
高
野
槙
造

り
の
内
湯
に
浸
か
り
、
み
ん
な
癒
さ

れ
笑
顔
で
ぴ
か
ぴ
か
の
顔
に
な
り
ま

し
た
。

4
月
22
日（
水
）『
ミ
ツ
カ
ン
酢
の

博
物
館　

酢
の
里
』と『
豊
浜
魚
ひ
ろ

ば
』、
お
食
事
は『
ま
る
は
食
堂
』で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
参
加
費
4
，8
0
0
円
）

酢
の
里
で
は
、
酢
を
毎
日
続
け
て

飲
む
こ
と
で（
大
さ
じ
1
杯
）、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
、
血
圧
を
正
常

に
近
づ
け
る
、
血
糖
値
の
上
昇
を
抑

え
る
な
ど
様
々
な
力
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
、
み
な
さ
ん
と
て
も
真
剣
に

お
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

昼
食
は
海
の
見
え
る
座
敷
で
、

じ
ゃ
ん
ぼ
海
老
フ
ラ
イ
2
尾
、
お
刺

身
、
煮
魚
を
い
た
だ
き
み
な
さ
ん
大

満
足
で
し
た
。

豊
浜
魚
ひ
ろ
ば
で
は
、
新
鮮
な
魚

介
類
が
お
値
打
ち
で
、干
物
や
ノ
リ
、

イ
ク
ラ
な
ど
た
く
さ
ん
買
っ
て
い
か

れ
ま
し
た
。

6
月
3
日（
水
）、
恒
例

の「
ゆ
っ
た
り
大
衆
演
劇

見
物
」行
楽
に
会
員
24
名
、

職
員
3
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
行
き
に
関
善
光
寺
を

参
拝
、
ご
住
職
よ
り
境
内

の
案
内
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

参
加
者
の
平
均
年
齢
が

80
歳
と
い
う
、
と
っ
て
も

元
気
な
関
支
部
で
す
。

第
2
回
支
部
総
会 

報
告

健
康
班
会

第
6
回
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会 

16
名
参
加

華
陽
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

● 

13
回
5
2
0
食 

●

藍
川
支
部

石
山
寺
・
信
楽
へ
22
名

華
陽
支
部

板
取
・
湯
元
す
ぎ
嶋
へ

関
支
部

関
善
光
寺
と
郡
上
温
泉

芥
見
南
支
部

36
名
で
春
の
南
知
多
へ

第12回

こ
が
ね
だ

健
康
ま
つ
り

石山寺山門前ですぎ嶋での昼食

豊浜魚ひろばにて

関善光寺にて

知
恵
袋
支
部

紅
葉
が
丘
支
部

の
支
部
行
楽

5月班会

開会の高賀山太鼓 フラダンス

キッズダンス
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愛友会　園芸ボランティア　花はなプロジェクト

　6月12日（金）14：00から「芥見つどいの家」
にて健康座談会を開催しました。
　参加者は、友の会会員3名と非会員の方1名
の計4名の参加となりました。
　骨密度・血糖値・体重・体脂肪・血圧を測定し、
レントゲン技師から骨についてクイズを交えながらの説明があり、皆さん
普段の生活で何が足りないかを考えながら楽しく勉強していました。
　その後、6月から岐阜勤医協で始まった無料・低額診療についての説明
を聞いていただき、次回の健康座談会のお知らせをし終了しました。
　芥見健康座談会は毎月第2木曜日の14：00から行います。

　9月までは以上の内容で計画しています。

　

い
ま
や
65
歳
以
上
の
15
人
に
1
人

が
認
知
症
と
言
わ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
誤
解
や
偏
見
か
ら
本
人
が
辛
い

目
に
あ
っ
た
り
、
家
族
が
苦
労
さ
れ

て
い
る
状
況
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

国
が
推
奨
す
る
1
0
0
万
人
の
サ

ポ
ー
タ
ー
作
り
の
取
り
組
み
が
全
国

で
展
開
中
で
す
。
各
自
治
体
や
職
域

ご
と
に
、
養
成
講
座
を
通
じ
て
認
知

症
を
理
解
し
、
認
知
症
の
方
や
家
族

を
支
え
て
い
け
る
人
材
の
育
成
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

友
の
会
で
は
、
今
年
度
の
活
動

目
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
、

4
0
0
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
方
と
接

す
る
と
き
の
心
構
え
や
、
介
護
し
て

い
る
家
族
の
気
持
ち
を
理
解
し
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
、
優
し
い
地
域
を

作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

福祉運送「助け足」北山事業所
ドライバー紹介
お二人とも「助け足の会」から活動している、
７年目のべてらんドライバーさんです。

助け足に入ったきっかけは何ですか？
山口：『健康とくらし』に入っていたドライバー募集のチラシを見てだね。
田中：みどり病院に通院していた時、ドライバー募集のチラシを見て訪ね

たのがきっかけ。

やりがい・辛いことはありますか？
山口：辛いことは何もないけど、利用者さんから「ありがとう」と言われる

事がやりがいかな。
田中：辛いことは今まで一度も無いよ。送迎している時、娘に見られた事

があり「お父さんは素晴らしい事をしているんだね」と尊敬された時
にやりがいを感じたね。 NPO法人　生活サポート・助け足ネット

山口 泰雄さん 田中 義也さん
奨学生募集
★医学生・看護学生を

　紹介して下さい

090-4792-2187

090-7027-9750

医学生 藤井

看護学生 早川

お問い合わせ先

看護師募集
★夜勤3交代勤務の出来る方
★年齢45歳位までの方

お問い合わせ・お申し込み先

常勤

みどり病院 看護部長／
小西 久美子
（058）

241-0681
メールアドレス
midori-hp@gifu-min.gr.jp

　昨年の「無料大腸がん検診（1回法）」は約550名の方にご利
用いただきました。 
　幸いにも大腸がんと診断された方はありませんでしたが、大
腸ポリープが見つかり精密検査をされた方が数名ありました。
　「やっといてよかった」との声が多く寄せられ、今年度も
開催を決定。さらに、2回法での検診です。
　大腸がんは今、がんでの死亡率の上位となっています。この
機会に検査することをおすすめします。

実施期間　2009年6月1日～2010年3月31日まで 
検査内容　便潜血反応検査2回法 
対　　象　岐阜健康友の会会員
　　　　　（同居家族も含みます） 
　　　　　限定2000名（定員になり次第終了）
受　　付　みどり病院・すこやか診療所
　　　　　華陽診療所・こがねだ診療所

今 年 度 も ス タ ー ト ●特定健診を受けましょう！
●その他健診も是非！

●友の会無料大腸がん検診開催中（2回法）

大腸がん検診

がん死亡率の上位となるほど増えています。
便を採取するだけの便潜血反応検査です。

会員無料

前立腺がん検診 

血液検査での腫瘍マーカー検査です。 
40歳以上の男性は是非定期的に。

1,500円

半日人間ドック

この際全身検査を希望する方は、胃の検査 
をはじめとするドックをしましょう。
25,000円　友の会会員価格

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

4
0
0
名
を
目
指
し
て

アジサイ（紫陽花）

ユキノシタ科・落葉低木
原産地：日本　　花期：６～７月

花言葉　移り気
花色が変化するところから、
心変わりに例えて…。

由　来　と　特　徴

　　　　　　　「花色の決め手は、土壌の酸性度にある。」

アジサイの多くは酸性土壌では青、アルカリ性土壌ではアルミニウムが溶けず吸収されないの
で赤味を帯びる。発色のメカニズムは複雑で品種に左右される。白花はもともと色素を持って
いないので、色の変化は弱い。

～使用用土や肥料で、貴方も花色をコントロ－ルしてみたら？～

育　て　方

「紫陽花」は夏の季語。花びらに見えるのは実
は萼（がく）。花形から「手毬花」又は、変化す
る花色から「七変化」の異名がある。江戸時代
ヨ－ロッパに渡り、西洋アジサイとして逆輸
入された。特性は肥沃で湿潤な土壌と半日陰
を好むが、あまり暗いと花つきが悪く、夏期
は半日陰・秋～春期は日当たり良く管理する。
花形はガク型が基本種で両性花が中心部。外
側に装飾花がある。
※両性花…大きな花びらがなく雄しべ・雌し

べからなる　
　装飾花…花びらに見えるがガク

深
刻
な
認
知
症
の
広
が
り 

養
成
講
座
を

開
催
し
て
い
き
ま
す

認
知
症

1
0
0
万
人
キ
ャ
ラ
バ
ン

7月  9日（木） 大腸がんの話と会員無料検診の受付

8月20日（木） 「笑いと健康」（第2木曜日がお盆のため8月は第3木曜日に設定）
9月10日（木） セラバンド体操

芥見つどいの家  健康座談会
みどりの花壇アラカルト⑷

華陽診療所での養成講座

第209号
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第
27
回 

岐
阜
健
康
友
の
会 

定
期
総
会

み
ど
り
病
院
、
す
こ
や
か
診
療

所
、
華
陽
診
療
所
、
こ
が
ね
だ
診
療

所
は「
無
料
・
低
額
診
療
事
業
」を

6
月
1
日
よ
り
開
始
し
ま
し
た
。
無

料
・
低
額
診
療
は
、
病
院
・
診
療
所

が
生
計
困
難
者
の
医
療
費
窓
口
負
担

の
全
部
、
ま
た
は
一
部
を
免
除
・
減

額
す
る
制
度
で
す
。
法
的
に
は「
社

会
福
祉
法
第
2
条
第
3
項
」に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
ホ
ー

ム
レ
ス
や
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ

レ
ン
ス
被
害
者
も
、
こ
の
対
象
と
し

て
み
な
し
て
い
く
な
ど
、
社
会
的
役

割
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、「
お
金
の
心
配
を
し

な
く
て
も
安
心
し
て
か
か
れ
る
医
療

機
関
が
欲
し
い
」と
い
う
声
に
応
え

て
、
地
域
住
民
と
医
療
従
事
者
が
一

緒
に
な
っ
て
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
が
大
切
に
し
て
き
た
こ
と

は
、「
お
金
の
あ
る
な
し
で
医
療
が

差
別
さ
れ
て
は
い
け
な
い
」と
い
う

こ
と
で
す
。
み
ど
り
病
院
で
は
、
差

額
ベ
ッ
ド
料
を
徴
収
せ
ず
、
困
難
を

抱
え
た
人
た
ち
の「
最
後
の
よ
り
所
」

と
し
て
医
療
や
介
護
に
関
す
る
相
談

活
動
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
昨
年

12
月
み
ど
り
病
院
で
亡
く
な
っ
た

66
歳
女
性
は
、
1
ヶ
月
以
上
も
前
か

ら
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
し
た
が
、
収

入
が
少
な
く
病
院
に
行
く
の
を
我
慢

し
、
受
診
し
た
時
に
は
す
で
に
手
遅

れ
で
し
た
。
ま
た
、
経
済
的
な
理
由

で
必
要
な
治
療
を
中
断
し
、
病
気
が

悪
化
し
て
入
院
す
る
患
者
さ
ん
が
相

次
い
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
態
を
二
度

と
生
み
だ
さ
な
い
た
め
に
、
生
活
困

難
者
の
よ
り
所
と
し
て
、こ
の
無
料
・

低
額
診
療
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

・ 

保
険
証
が
な
い
方

・ 

国
民
健
康
保
険
の
短
期
保
険
証
や
資

格
証
明
書
が
発
行
さ
れ
て
い
る
方

・ 

病
気
や
障
害
な
ど
で
収
入
が
な
い
方

・ 

リ
ス
ト
ラ
や
失
業
で
、
一
時
的
に

収
入
が
な
く
な
っ
て
い
る
方

・ 

医
療
費
の
支
払
い
を
す
る
と
生
活

に
困
難
を
生
じ
る
方

こ
の
よ
う
な
方
は
一
度
ご
相
談
下

さ
い
。

梅
雨
空
の
も
と
、6
月
21
日（
日
）・

22（
月
）長
崎
に
全
国
の
友
の
会
・
組

合
員
の
支
部
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲

間
が
集
い
ま
し
た
。

初
日
の
全
体
会
場
と
な
っ
た
長
崎

ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
は
各
県
ご
と
に
全

席
を
埋
め
つ
く
す
盛
況
ぶ
り
。

長
崎
市
長
の
田
上
富
久
さ
ん
ら
の

来
賓
挨
拶
の
あ
と
、
記
念
講
演「
い

の
ち
」。
講
師
の
肥
田
舜
太
郎
医
師

（
92
）全
日
本
民
医
連
顧
問
の
お
話

は
、
広
島
で
被
爆
し
な
が
ら
も
被
爆

者
救
援
に
身
を
挺
し
、
後
に
全
日
本

民
医
連
の
創

立
に
参
加
し

た
経
緯
を
淀

み
な
く
お
話

さ
れ
、
参
加

者
の
大
き
な

共
感
と
感
動

を
呼
び
起
こ

し
ま
し
た
。

 

4
つ
の
ホ
テ
ル
で
の
夕
食
交
流
会

で
は
、
各
県
の
お
国
自
慢
を
披
露
し

あ
い
高
揚
し
た
気
分
の
ま
ま
、
2
日

目
の
分
科
会
に
臨
み
ま
し
た
。

1
会
場
60
〜
1
0
0
名
の
分
科
会

は
、
15
〜
18
の
活
動
報
告
と
各
地
か

ら
の
経
験
交
流
で
熱
気
に
つ
つ
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

お
昼
に
終
了
し
て
、
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

2
0
1
1
年
の
第
11
回
交
流
集
会

は
、
東
北
は
岩
手
県
盛
岡
に
決
ま
り

ま
し
た
。

6
月
28
日（
日
）さ
さ
ゆ
り
ホ
ー
ル

に
、
地
域
支
部
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

職
員
合
わ
せ
て
61
名
の
参
加
で
、
定

期
総
会
と
活
動
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

08
年
度
の
1
年
間
に
、
3
4
6
世

帯
の
会
員
が
増
え
ま
し
た
。
地
域
支

部
は
2
支
部（
岐
南
八
剣
支
部
・
厚

見
下
川
手
支
部
）が
誕
生
。
助
け
合

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア『
こ
こ
ろ
』が
活
動

を
始
め
ま
し
た
。

健
康
班
会
は
2
3
1
回
開
催
さ

れ
、
57
班
で
班
会
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

09
年
度
活
動
の
柱

①
会
員
拡
大
5
0
0
世
帯

②
第
4
回
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ

③
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
4
0
0
名

④
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
開
催

⑤
会
員
無
料
大
腸
癌
検
診

　

2
0
0
0
件

午
後
、
岐
阜
勤
医
協
の
土
井
専
務

理
事
か
ら
、
基
調
報
告「
事
業
所
と

友
の
会
で
共
同
し
た
取
り
組
み
を
」

を
受
け
て
、
職
員
と
地
域
友
の
会
会

員
が
5
つ
の
分
散
会
に
分
か
れ
て
活

動
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

「
無
料
・
低
額
診
療
」を
知
ら
せ
る

訪
問
行
動
に
取
り
組
む
こ
と
や
、
毎

年
定
期
的
に
事
業
所
・
法
人
と
友
の

会
の
懇
談
会
を
開
催
し
て
、
足
並
み

を
そ
ろ
え
た「
ま
ち
づ
く
り
」「
健
康

づ
く
り
」に
取
り
組
も
う
と
い
う
話

に
な
り
ま
し
た
。

生
活
困
窮
者
の

医
療
費
免
除
制
度
を

開
始
し
ま
し
た

第
10
回
全
国
共
同
組
織
活
動
交
流
集
会
Ｉ
Ｎ 

長
崎

お
金
が
な
く
て
も
、

ま
ず
は
手
遅
れ
に
な
る
前
に

参
加
者
1
5
6
0
人
が
集
う

10
分
科
会
23
会
場

医
療
費
に
困
っ
た
方
は
、

一
度
ご
相
談
下
さ
い

みどりの家デイ
サービス（芥見1丁目
322番地）の敷地にある家屋を改
装して、芥見地域の友の会活動の拠点に利用でき
るよう準備してきました。
洋式トイレと洗面所の設置・台所の改装が終了
し、利用をスタ－トしました。「草木染めサークル」
の月1回の例会、生活助け合いボランティア『こ
ころ』の詰め所に利用されています。
また、毎月第2木曜日午後2時から地域健康座
談会を開催しますので、お気軽にお越し下さい。

利用予約・問い合わせは、事務局本部
（河村・鬼塚）までお問い合わせ下さい。

6月1日より 無料・低額診療事業をスタート
医療費に困った方は、無料・低額診療の活用を

芥見つどいの家
利用開始

み
ど
り
病
院

岐
阜
市
北
山
1
│
14
│
24

☎（
0
5
8
）2
4
1
│
0
6
8
1

す
こ
や
か
診
療
所

岐
阜
市
北
山
1
│
13
│
11

☎（
0
5
8
）2
4
3
│
0
7
9
1

華
陽
診
療
所

岐
阜
市
祈
年
町
1
│
24
│
3

☎（
0
5
8
）2
7
2
│
5
3
2
2

こ
が
ね
だ
診
療
所

関
市
上
白
金
5
1
1

☎（
0
5
7
5
）28
│
6
3
6
6

お
問
い
合
わ
せ

第
27
回 

岐
阜
健
康
友
の
会 

定
期
総
会

13
地
域
支
部
で
2
3
1
回
の

健
康
班
会
を
開
催

活
動
交
流
分
散
会

肥田舜太郎先生の講演

熱気溢れる分科会

野田会長の挨拶

発行責任者：野田嘉幸
岐阜健康友の会
岐阜市北山1丁目13番11号
事務局／電話・FAX （058）244-3522
E-mail　tomonokaigifu7@yahoo.co.jp
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